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2011 フォーミュラチャレンジ・ジャパン Rd.1 

決勝レース 

 

フォーミュラチャレンジ･ジャパン第 1 戦の決勝は、悪天候の影響で当初予定の 4 月 23 日から一日順延となり、24 日

朝 7 時 45 分より 15 周で行われた。 

朝の時点では既に雨は上がっていたものの、路面の大半は未だ濡れている状況だったため、アドバイザーによる試

走が行われた結果、今回はウェットタイヤでのスタートという決定がなされた。 

そのスタートではポールシッターの#11 石井一也と5 番手スタートの#17 平峰一貴がま

さかのストール、大きく順位を落とすことになった。その後方では 7 番手スタートのルー

キー、#18 清原章太と 15 番手スタートの#16 朱戴維が 1 コーナーで接触。朱は左リヤ

周りにダメージを負ってそのままストップ。一旦はコースに復帰した清原も接触の影響

がハンドリングに及んでおり、結局リタイヤすることになった。 

ストールした石井は順位を挽回しようと懸命に追い上げたが、ダンロップコーナーで

#8 元嶋佑弥と接触の末コースアウト、そのままレースを終えることとなった。 

一方の平峰は 1 周目を 8 番手で戻ってくると、徐々に追い上げを開始した。 

こうした混乱の中、トップに立ったのは 3 番手スタートの#9 勝田貴元。2 番手スタート

の#4 平川亮がそれに続く。3 番手にはなんと 9 位スタートの#15 仁木圭之がジャンプア

ップしてきた。 

勝田と平川の差は序盤は 1.4 秒前後で推移していたが、7 周を過ぎた辺りから次第に

広がり始め、10 周終了時点では 2 秒差となる。 

しかし路面状況が次第に良くなっていくにつれてウェットタイヤの消耗がハンドリング

に影響を及ぼし、更新されるタイムとは裏腹にドライバーにとっては厳しい状況が続い

ていた。 

このため、終盤に入って再びトップ 2 台の間隔は縮まり始めたが、平川は遂にトップを

捉えることはできず、1.470秒差で逃げ切った勝田が参戦2年目にして初優勝を達成し

た。 

その後方では熾烈な 3 位争いが展開された。 

序盤の混乱を巧みに切り抜けて 3 位に浮上した仁木に、8 番手スタートから着実に順

位を上げてきた#12 高星明誠が 8 周目のホームストレートで追いつき、続く 9 周目の 1

コーナーで抜き去ると、ストールで一旦は順位を落とした平峰や、14 番手からジャンプアップしてきた#3 近藤翼らが

次々に仁木に襲い掛かる。 

平峰、仁木を相次いでパスした近藤は高星との差をも縮めにかかり、ファイナルラップを迎えた時点ではテール・ト

ゥ・ノーズの状態に持ち込むが、高星は近藤の追撃を退け、3 位表彰台を手にした。 

なお、このレースでファステストラップを記録したのは 1 周目に石井と接触した元嶋だ。 

元嶋はこの接触でタイヤにダメージを負い、大きく順位を落としたが、スリックタイヤに交換して1分46秒314を記録、

1 ポイントを手にした。 

 

第 2 戦決勝はこの後 10 時 15 分より 21 周で行われる。 

 

 

 



 

 

 

優勝：勝田貴元（東京中日スポーツ賞受賞） 

「今回は予選から調子が良くて、その状態をうまく優勝という形で結果に繋げることがで

きました。アドバイザーの皆さんやトヨタの皆さんが助けていただいたお陰です。スター

トではアウト側のグリッドは少し路面が乾いていたので、ホイールスピンをさせないよう、

タイヤに美味く熱を入れられるように気をつけて走りました。それでも終盤は路面が乾

いてきたためにタイヤがブロー気味、酷いアンダーで苦しかったです。次のレースでは

B コーナーの進入で速度を落としすぎる点など、課題を改善して同じような結果を残し

たいと思います」 

 

2 位：平川亮 

「スタートの動き出しはよかったんですが、そのあとホイールスピンをさせてしまって勝田選手に先に行かれてしまいま

した。その後も序盤のペースがよくて、そこで追いつくことができなかったのが敗因かなと思います。もっとミスを少なく

すれば追いつけたかもと思いました」 

 

3 位：高星明誠 

「滑りやすいイン側のスタートで苦しかったのですが、前で起きたクラッシュをうまく切り抜けることができました。序盤か

らいいペースで走れていたのでそこで飛ばして一気に逃げようと思いました。終盤タイヤが苦しくなって、近藤選手に

も追いつかれましたが、序盤飛ばしていたことで逃げ切れたのかなと思います」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FCJ に関するお問い合わせ先 

フォーミュラチャレンジ・ジャパン事務局 

〒102-0074 東京都千代田区九段南 2-3-25 

株式会社日本レースプロモーション内 

電話：03-3237-0132 

 


